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計画5･4
霊長類特に新世界ザルのMHCclassI退任
子の多型解析及びタイピング法の確立
松本芳嗣､細川朋子､HenyAryati､楠本紀子､林田直
樹 (東大･院展 ･応用免疫)
MHCclassⅡ遺伝子は個体の免疫応答性に密接に
関係しており､その多型の解析は系統学的･免疫学的特
級付けの有力な基盤となることが予想されることから､
本研究では新世界ザルMHCclassⅡ辻伝子の塩基配列
データの蓄積及び多型性の解析､さらにMHCclassⅢ
抗原の簡便なタイピング法を確立することを目的とした｡
2現のリスザ)I,の腺細胞より抽出したnRNAを鋳型とし
てcDNAライブラリーを作製し､MHCclassEβ2ドメイ
ン内のシステイン残基周辺の塩基配列をプローブとして
スクリーニングを行った結果､各々3個 (#35､#37､
#38)及び5個 (#1､#2､#3､朋､#5)のcI)NAクローン
が得られた｡#35､#37のcDNAの全塩基配列ならびに#2､
朋.#5の約300bpの塩基配列を明らかにし､推定される
アミノ酸配列においてヒトおよび既知の各種サル
MHCclassl遺伝子と比較したところ､#35のcDNAは
pPと最も相同性が高く､29aaのシグナルペプチドを含
む全長258aaをコードしていると考えられた｡また､#4
ならびに#5は､アミノ酸レベルでの配列は一致しており
同一アリルに由来する可能性もあるが､DPと最も相同
性が高かった｡一方､#2および#37のcDNAはDRと高い
相同性を示した｡これらの蛋白翻訳領域は､メチオニン
およびいずれも非常に類似したシグナルペプチドで始ま
り完全長を含んでいるものと予想された｡
計画5･5
霊長類色覚オプシン遺伝子の解析
河村正二 (東京大･院哩･生物科学･人類)
新世界ザル12種及び原猿類4種の血液あるい
l£東括組液片よりD帆 を抽出した｡桂の内訳は次
の通りである｡新世界ザル:ケナガクモザル
(AtelesbdzeLxJth).チュウベイクモザル
(Atelesget)ffroy)､フサオマキザル
(Cd)LSaFだJa).リスザル(SaimiriscfLreuS)､
ヨザ)叫Aotusrn'V7'伊 tuS)､ダスキーティティ
(CalliceLxJSmd∝h).ツタポウシクマリン
(Sagu'rxJSOedl'pus)､シロクチタマリン
(Sagulruslabiatus).7カテクマリン
(Sagu'ItJSmidas)､セマダラクマリン
(Sagu'rusfuscicoI/is)､コモンマ-モセット
(Ca//ithrixjacchLG)､クロミミマーモセット
(CallithrixpenicI'Iata)｡原枝折:ワオキツネ
ザル(Lem LrCatta)､エリマキキツネザル
(Veredavarie!Ptta)､オオギャラゴ
(Galagocrassicau由tus)､ショウギャラゴ
(Galagosq7句alqlSis)｡これらのDrOlに対しヒ
トの赤及び青錐体視物質遺伝子並びにウシ梓体視
物質遺伝子のDNA断片を順次プローブとしてサザ
ンハイブリダイゼーション突放を行い.各相同遺
伝子の数を推定した｡その抜果､フサオマキザル､
ヨザル.そしてコモンマ-モセットには複数の赤
視物質遺伝子座位が存在することが示唆された｡
これは従来の霊長類色覚に関する遺伝子支配の定
説とは相容れない結果であ()､よLJ詳細な遺伝子
構造の解析を進める必要がある｡
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